
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物多様性ところざわ戦略に基づく施策の実施状況 
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■指標 

 

 

凡例 

     ：「生物多様性ところざわ戦略」における指標の①位置づけ、②名称、③単位、④当初（令和２年

度時点）の値、⑤目標値（令和 1２年度時点） 

     ：令和３年度の実績値 

：令和３年度の取り組み実績 

 

 

 

 

 

 

①1-1-１ ②「緑地保全制度」による保全指定面積 

③単位 ④当初 実績【累積】 ⑤目標値 

ha 
R2 R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 R1２ R12 

95.97 実績値          120 

 

 

指標の説明欄 
 

 

Ｒ３年度実績概要 

 

令和３年度の取り組み実績説明欄 
 

表の見方 
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目標 1「生物生息空間」を守り、創り、つなぎ、エコロジカルネットワークをつくります 

 

主に民間の土地に指定をして土地所有者の協力を得ながら自然を守る制度である 
 

「緑地保全制度」による保全指定を進めます。 

 

■指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-1-１ 緑地保全制度による保全指定面積 

単位 当初 実績【累積】 目標値 

ha 
R2 R3 R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 R12 R12 

95.97 96.30          120 

・里山保全地域や特別緑地保全地区等の緑地保全制度の指定による保全の取り組み成果を図る指標です。 

・みどりの基本計画策定以降（2011年･H23年以降）に新たに指定した緑地保全制度の面積の累計です。 

・エコロジカルネットワークの「重要エリア」地区（生物多様性ところざわ戦略 P42・P43、P44～53）

を対象にしています。 

・10年間で累計約 120haの指定を目指します。 

Ｒ３年度実績概要 

R３年度は合計 0.33haを指定しました。内訳は以下のとおりです。 

 ・菩提樹池里山保全地域の指定拡大により、0.09ha増加しました。 

 ・荒幡富士市民の森の指定拡大により、0.24ha増加しました。 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政が土地を取得する「公有地化」は、「生物生息空間」を守るために確実な方法 
 

であることから、財源の確保とあわせて推進します。 

 

■指標 

 

 

 

 

1-1-2 生物生息空間の公有地化面積 

単位 当初 実績【累積】 目標値 

ha 
R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 

40.55 41.89          47 

・里山保全地域や特別緑地保全地区等の地域制緑地の指定による保全の取り組み成果を図る指標です。 

・みどりの基本計画策定以降（2011年･H23年以降）に新たに公有地化した面積の累計です。 

・エコロジカルネットワークの「重要エリア」地区（生物多様性ところざわ戦略 P42・P43、P44～53）

を対象にしています。 

・10年間で累計約 47haの公有地化を目指します。 

Ｒ３年度実績概要 

R３年度は、土地の購入や寄附の受入れ等により合計 1.34ha を公有地化しました。内訳は以下のとおりで

す。 

・菩提樹池里山保全地区内の土地 0.09ha購入しました。 

・北野南二丁目里山保全地域内の土地 0.54ha購入しました。 

・荒幡富士市民の森内の土地 0.10ha購入しました。 

・元町の土地 0.03ha購入しました。 

・鳩峯公園北緑地 0.41haを所管替えにより取得しました。 

・西住吉の土地 0.02haを所管替えにより取得し、みどりのエコスポットとして整備しました。 

・荒幡の緑地 0.14haの寄附の受入れを行いました。 

※端数処理のため、合計が一致しません。 
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目標 2 身近な自然や生きものへの「親しみ」と「関心」を高めます 

 

放課後や休日に、子どもたちや親子で身近な自然や生きものにふれあう機会を増 
 

やします。 

 

■指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1-3 生きものと子どもが集まる森づくりの実施か所数 

単位 実績【累積】 目標値 

か所数 
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 

1          10 

・「緑地保全制度」による保全指定地や公有地などでカブトムシやクワガタムシなどの繁殖を目指し「落葉プ

ール」や「木積み」の設置数です。 

・自然や生きものにふれあう機会を提供する取り組み状況を測る指標です。 

・10年間に 10か所の実施を目指します。 

Ｒ３年度実績概要 

・久米八幡越市民緑地内に現場発生材（シラカシ）を活用して、落葉プールを設置しました。 

・生きものと子どもが集まる森づくりを、今後も進めていきます。 
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市民が自然や生きものへの関心を持つきっかけとなる講座を開催します。 

 

■指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-1 所沢市生涯学習まちづくり出前講座等の実施数 

単位 実績【累積】 目標値 

回数 
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 

0          10 

・所沢市生涯学習まちづくり出前講座等での、生物多様性や自然や生きものに関する講座および、庭やベラ

ンダに生きものを呼ぶ方法や、本市の生きものを学ぶ講座などの実施数です。 

・市民が自然や生きものへの関心を持つきっかけとなる状況づくりを測る指標です。 

・10年間に 10回の開催を目指します。 

Ｒ３年度実績概要 

・昨年度は２団体への出前講座を予定し調整しておりましたが、新型コロナウィルス感染症の影響から、直 

前でやむなく実施を見送りました。 

・令和４年度 5月に、１団体１０名の方々に生物多様性についての出前講座を実施しました。 

・市民が自然や生きものに関心を持つきっかけとなるように、今後も講座等で働きかけていきます。 
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目標 3 「生きもののにぎわい」を守るために行動する人や団体等を増やします 

 

さまざまな団体に「生物多様性の保全」に取り組んでもらえるように働きかけま 
 

す。 

 

■指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-2 団体等を対象にした生物多様性についての講習会等の実施件数 

単位 実績【累積】 目標値 

回数 
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 

２          10 

・「みどりのパートナー」等を対象とした生物多様性に関する講習会などの実施件数で、団体等の活動への反

映に向けた働きかけを測る指標です。 

・10年間に 10回の開催を目指します。 

Ｒ３年度実績概要 

・みどりのパートナー育成講座、緑化講座にて、活動を通じて生物多様性に取り組んでいただくための講習 

会を実施しました。 

・生物多様性の保全に取り組んでもらえるように、今後も講座等で働きかけていきます。 
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団体等の生物多様性に配慮した活動を支援します。また、活動や取り組みが広く 
 

認められることは、活動を継続する力となることから、表彰や認定の取得を支援 
 

します。 

 

■指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2-2・3-2-3 団体等の活動への支援件数 

単位 実績【累積】 目標値 

回数 
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 

1          10 

・団体等の生物多様性に配慮した活動、表彰や認定の取得に向けた支援を測る指標です。 

・10年間に 10回の支援を目指します。 

Ｒ３年度実績概要 

・みどりのパートナー1団体へ「公益信託武蔵野銀行みどりの基金」の助成金給付のご案内を行いました。 

・引き続き民間助成制度等の把握に努めるとともに、団体等への紹介を通して支援を進めていきます。 
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目標 4 「自然の恵み」を所沢市の魅力アップにつなげます 

 

自然や生きものを楽しむ活動の充実を図ります。 

 

■指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3-1 自然の保全や再生などの活動への参加体験の機会の提供数 

単位 実績【累積】 目標値 

回数 
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 

0          20 

・自然や生きものを楽しむ活動の充実を測る指標です。 

・10年間に 20回の提供を目指します。 

Ｒ３年度実績概要 

・新型コロナウィルス感染症の影響により、広く皆さまに参加していただく保全、再生活動は開催出来ない 

状況でした。 

・令和４年度は社会状況等を踏まえながら、活動体験の提供を検討してまいります。 
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所沢の自然や生きものの魅力を発信していきます。 

 

■指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3-3 多くの市民に対する普及啓発活動の実施回数 

単位 実績【累積】 目標値 

回数 
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 

2          20 

・所沢の自然や生きものの魅力の発信を測る指標です。 

・10年間に 20回の実施を目指します。 

Ｒ３年度実績概要 

・生きものへの関心の向上を図るため、環境展示会（市役所１階市民ホール）を開催し、埼玉県狭山丘陵い

きものふれあいの里センター、さいたま緑の森博物館、早稲田大学と共に、市内の生きものの紹介や、生

物多様性の保全に向けた取り組みを紹介しました。 

・多くの児童に、楽しみながら身近な自然や生きものへの関心を抱いてもらうために「ところざわいきもの

カード」を作成し、小学校へ配布しました。 


